Prototype of Fingerspelling Learning Environment for Beginners using Multi-media and Image Recognition Software by 島田, 貢明 & Shimada, Mitsuaki
1Prototype of Fingerspelling Learning Environment for Beginners
 using Multi-media and Image Recognition Software
Mitsuaki SHIMADA
Abstract：This research is concerned with sign language education. Application software 
for fingerspelling education is developed by including multimedia and image recognition. In 
this paper, new learning environment using multimedia and applications which recognize 
finger spelled word is proposed. Learning environment presented here consists of two 
parts. The application, describes in a letter how to represent characters in finger, and 
also showing on the Display how to represent a finger in the motion picture. The other 
application is to recognize the shape of the user’s finger spelled words using USB Camera. 
Beginners can make sure the correct shape of the finger spelled character. Experiment 
is also conducted using actual performance of finger spelled words. This is a challenging 
task since the Japanese kana characters are expressed by the various figure of one hand. 
Evaluation and automated recognition experiment using proposed learning environment 
is done to 46 characters of Japanese kana fingerspelling. According to the result of 
experimental analysis, it is proved that the learning environment proposed in this paper is 
effective in beginners fingerspelling education.
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マルチメディアと画像認識を活用した
初心者のための指文字学習ソフトの試作
島　田　貢　明
（2012年 1 月31日受理）
なった手話テキストも販売されている3）, 4）。また、
コミュニケーション支援を目的として手話認識の
研究もこれまで数多く行われている7）, 8）, 9）。手話
動作の中でも定義が標準化されているものに指文
字がある。指文字は、ひらがなやカタカナと同じ
ように音節を表すために使用されるもので、手話
においては、固有名詞、外来語、専門用語など手
話単語が確立していない場合や相手が理解できな
い語を表現する場合に用いられている6）, 10）。
１. 緒　言
　聴覚障がい者とのコミュニケーションを目的と
して手話を学ぶための辞書や図書および教材が数
多く出版されている1）, 2）, 5）。これらの教材を効果
的に使用することで手話を学ぶことはできるもの
の、実際のコミュニケーションに使用できるには
経験が必要である。この疑似体験をするためによ
りわかりやすい教材としてDVD教材がセットと
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　本研究では、手話を学ぶ際に基礎となる指文字
の解説に静止画像に加えて動画像を利用し、利用
者が学んだ指文字を実際に確認するために指文字
認識ソフトを利用する、新たな初心者のための学
習環境を提案する。今回の対象は「かな」の指文
字とし、動画像で指形状を実際に見ることができ
る。また、PCに接続されたUSBカメラを用いて
画像認識ソフトにより、学んだ指文字が正しく実
践できることを確認することができる。
　手話の認識をコンピュータで行うためには、ま
だ解決すべき困難な問題も多く、様々な制約を設
けて研究がおこなわれている9）。筆者は、これま
で指文字を対象として、画像認識のためのアルゴ
リズム研究及び認識に有効な特徴量の検討を行っ
てきた11）, 12）ので今回はこのソフトウェアを利用
している。
　本稿では、試作したソフトウェアにより静止画
像・動画像を用いた指文字解説、および指文字認
識ソフトウェアの構成と利用方法について解説す
る。また、これらのソフトウェアについて初心者
を対象とした実験的な検討を行ったので、その結
果について報告する。
２. 指文字の解説機能について
　手話を学ぶ際に、初心者は必ず定義が標準化さ
れている指文字を学習する。手話技能検定協会が
実施する手話技能検定では、初心者向けの7級の
出題範囲を動きのない基本指文字としていること
から、今回の対象を日本語「かな」指文字とした6）。
今回対象とした指文字を図１に示す。図からもわ
かるように手の様々な複雑な形状により「かな」
46文字を表現している。
　各文字の解説を静止画像とともに表示する画面
の例を図２に示す。画面左側にある文字のボタン
をクリックすることで、画面右上のエリアにク
リックされた指文字の写真が表示されその下のエ
リアには指形状の解説文が表示される。最下行に
は、特別な文字（濁音など）の例のうち代表的な
ものを４つ解説しているボタンがある。
　動画像を用いて解説を行うソフトの画面例を図
３に示す。図２と同様に画面左側にあるボタンを
クリックすると、その動画像が画面右上のエリア
に表示され、同時にその解説文が右下のエリアに
表示される。動画像表示の部分は、Windowsメ
ディアプレーヤーと同様な操作で画像をコント
図1．「かな」指文字の例
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ロールできるボタンが配置されており、利用者が
任意の位置で動画像を静止させることや戻って繰
り返し再生することができるようになっている。
図の例ではア行のボタンをクリックした場合の例
を表示している。
　これらのアプリケーションはVisual C++で開
発されている。今回は初心者を対象としているた
め、基本的な指文字の解説のみにとどめているが、
必要であれば新たに手話単語等を解説するアプリ
ケーションを追加して拡張することも可能となっ
ており、必要に応じてカスタマイズも容易である。
これらのアプリケーションの評価について学生の
協力を得て実験した結果、初心者にとって操作性
は良好であり、画面の配置、表示方法等について
も良好な結果を得た。
３. 認識ソフトウェアの機能について
　前節において解説した指文字を学習した後で利
用者はPCに図４に示すUSBカメラを接続し、カ
メラの前で実際に自分の手で指文字を表現し、そ
の画像をPCで認識させて指形状が正しいかどう
かを確認することができる。図５にカメラより入
力された画像の認識画面の例を示す。
　画面左側の領域にUSBカメラに入力された画
像が表示され、画面右側の領域には入力画像にお
ける手形状を画像処理13）, 14）により分離した２値
画像が表示されている。この時、手形状とみなさ
れた範囲は画面上では四角形（認識のために用い
られる特徴量）で囲まれて画面に表示される。図
では背景と手領域が正常に分離されている例であ
る。手領域として分離された右側の領域が表す文
字の認識結果が、画面最下部右側の領域に文字と
して表示される。
　利用者はこの画面を見て正しく手領域が分離さ
れており、かつ自分が表現している文字が表示さ
れていれば、入力した手の形状は正しいことを確
認できる。
　ここで利用している指文字認識ソフトウェアに
ついては、筆者がこれまで研究してきたニューラ
ルネットワークを用いた指文字認識のアルゴリズ
ム11）を使用している。初心者により認識実験を
実施したところ、実験の場所の背景の影響を受け
やすく、前述した手領域の抽出の段階において若
干の問題があったものの、教室においては良好な
結果が得られた。また、認識ソフトウェアの操作
性に関しても特に問題はなく良好な結果が得られ
た。ただし、今回使用した認識ソフトは動きのあ
る指文字には対応していないので、動きのある指
の字については最初の指形状を認識に用いてい
る。「かな」46文字全体の認識率は、正しく手領
域が背景と分離できた場合において80％程度であ
り利用に支障が認められるレベルではないと評価
図2．静止画像による指文字解説画面の例
図3．動画像による指文字解説画面の例
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されたものの、今後の課題として認識率の向上が
あげられる。
４. 結　言
　手話の初学者を対象とした指文字の学習環境
について述べた。初めて指文字を学習する際に
は、テキストのイラストや写真をもとに解説文を
読むだけでは理解が困難なことも多い。この問題
点を解決するため、より理解しやすくするために
動画を学習者が利用できるソフトウェアを開発
し、その機能と特徴について述べた。また、新た
にUSBカメラと画像認識ソフトウェアを利用す
ることで、実際に学習者が動作を試み、それが正
しく認識されるかどうかをチェックすることがで
き、動作を修正可能とする環境を実現し、初心者
の学習に有効であることを示した。
　今後の課題としては、動画の活用については手
話単語の解説への応用が可能であることがあげら
れる。また、指文字認識ソフトウェアについては、
現在は動きのある指文字については対応していな
いため、認識アルゴリズムの改良により更なる認
識率の向上があげられる。
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図4．PCに接続したUSBカメラ 図5．指文字認識画面の例
